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目＝ 的

　都甫における紫外線め減少と母子保健対策に関する

研究の第1歩として、関連がある≒思われる文献を調査

し、従来の成果を賜らカ1にして、研究の基盤にしようと

』した。1

方 法

　紫外線はブロビタミソDの賦活に役立づことが知られ

ているが、その他の意味では人体には不必要で、皮膚や

銀に対してはむしろ有害とされている％　従って紫外線

の減少の悪影響を知り、対策をたてるには、どの程度、

くる病の増加に蘭係するかを調べればよいことになる。

　くる病の原因は直接にはビタミンDの欠乏であるか

ら、紫外線がなく』ても、ピタミンDの適当な投与によっ

て、 《る病は予防桜うるこ とになる。しか し、ビタ ミン

Dには過剰症の間駆があるので、くる病の予防をビタミ

ソDの投与だけにたよる訳にはゆかない。

　そこで、．小児科学教科無や国内外の雑誌について、紫

外線、くる病、ビタミγD、ゼタ§、ンD過剰症及び、そ』

れぞれの関係の文献と、その成果を調査した。

結 果

　（エ）紫外線とくる病の関係

　巷野1，は太陽光線の生理作用についての従来の知識を

第1図のように総括している。抗くる病作用があるのは

ドルノ線（この波長特性については後に論じる。）であ

るので、日光浴によって日やけがみられ るからといっ

て、その日光が抗くる病作用を有するとはいえないこと

．だけを注意 しておく。r　　　 ．r

　巷野の図にみるように、』般に、320mμγ290mμの紫

外線部を・ドルノ線と呼ぶが、これは生命線ども呼ばれる

ように、人の生命の維持に必要と考えられて、 特に名づ

第1図　太陽光線の波畏と生理作胴
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けられたものである。前途めように、紫外線は抗くる病

作用以外では人ゐ健康に貫献しないとすれぱ、3工5mμ以

下を間寧豚鞭斯こ繊二そ柳ノ線と呼ぶべき

であろ鯛 ／

そ酵ころかy鋤轍腿騨n琴31越脚曝
の光線を用いて、313m彦以上ゆ紫外綜には筑≦資病作用

がなし・ことをみてい巻めであ凱313mμ以下の短波長で

　　　　　　　　　　はじめて弱い抗くる病作用が現われ、302～253mμで強

い作用がみられ、240mμ以下では再び作用が弱まり、
　　　　　　　　　　し　　　227mμ以下では何等の抗くる病作用もみられなかっ たと

レ、．う。、

　ただし、290憩μ以下の短波長の光線は大気層の吸収で

地表に到達しえないことが知られているので、、なんと名
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づけるにせよ、315～290mμの紫外線が抗くる病作用を

有するものとして問題になるわけである。

　もちろん、人工紫外線灯による原虫（280mμ）、細菌

（270～265mμ）、ウィルス（260mμ）の消轟乃至殺菌が

行なわれることはよく知られているが、現実の紫外線の

減少によって、これらの点から人間の生活環境が悪化す

るこξは考慮する必要はないから・母子保健対策の樹立・

のうえからは問題にならないと考えられる。

　（2）紫外線を吸収するもの

　（a）大気層≦KaSSo朝tzO．・はつとに、くる病は夏と一秋

に比して、冬と早春に多いことをみている。その後多く

の研究者によって、その原因は、太陽の高度による大気

層の紫外線吸収の大少に起因することが研究されてい

る。

　ふつうなら、熱帯圏では亜熱帯圏より、更に温帯・寒

帯より、すなわち緯度が低いほど、 日光の抗くる病作用

が強いこと、温帯のある一定地においては、日光の抗く

る病作用は夏至の頃が一番強く、冬蚕の頃が一番弱いこ

と・1日のうちでは正午に掴光の抗くる病作馬は最強

で、その前後で次第に作用が弱ま1り、午前のある時刻以

前と午後のある時刻以後では・ 作用が皆無であるなど

は、．みな大気層の紫外線吸収で説明し一うるb

　この点に関しては、豊原、宥島、秋田、徳島と㌔種々

の緯度の地点で臨床の実際に当たった瀧村の総説に詳し

いが、徳臨における紫外線量の季節別、 時刻別の変動を

第2図に、その成績を札幌における粟津の計測殖5，と比

較したものを第1表に揚げてお く。

第1表　徳島と札幌の快晴日正午の紫外線猛比較
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第2図　日光紫外線孟の季節別、時間的消長
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ただしこれは、三宅61 の考案になるMCL紫外計を用

いた測定を扱っているのでありて、その感受領域は必ず

しもドノレノ線と一致しないこと　（第3図）、　比色法であ

るめで主観の要素携除外’しえないことを注意しなければ

なちない。

第3図　紫外線とドルノ線及びM　C　L紫外計の

　　測定範囲
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　（b）天候；これも北村によれば、薄暴りでは快晴時の

59．7％、雨天では快晴時の14．4％と、紫外線量は天候に

∈著 しく左右される。

　（C）側定の場所二第2表にみるごと』く、海岸で平地の

130，3％を示めしたのは、氷面および砂面からの反射が

主困と考えられる。樹蔭やビルの蔭でも28．5％、23．3％

と、ある程慶の紫外線がみられるのも、、青窒光と呼ぱれ

る散乱光に紫外線が倉まれるこ、とを示している。第11

蓑にみるように、札幌の測定値が3丹に徳島をうわ廻わ
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．第2表　測楚場所により紫外線量の変化
Table2．Var重at玉on　Ultra　Violet　Rays　Quan・

　　　tities　accordiηg　to　Places　measured

場　　　　所 紫外線量 照度

戸　　外　　平　　地

　　　　　　　　岸

　　　　　　　　蔭

　　ル　　の　　蔭
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〃
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8．2

窓から1米、，日の当たらぬ室
7．5

．2

農5，マ　、

8．2

化を含めた育児法の変遷も考慮しなけれぱなるまい。

　巷野1レは東京都の濃霧発生の年次的増加を調べて、濃

霧による紫外線の吸収を都市のくる病増加の一因と考え

ている。視界距離が2勧以下の場合を濃霧とすると、年

間の発生件数は第4図に示めすご．とく、年とともに増加

している。殊に冬期の濃霧発生が多いこ之は、たださえ

少ない紫外線量を益々減少させることは じゅうぶん考え

られる。

第4．図　東京の濃霧，日数経年変化

Fig4．Amual　Trend　of　smogy　days　iロTokyQ

第3表　各種物質の紫外線透過率（％）
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　っていることは、雪の反射が原囚と考えるべきで．あろ

　　う。

　　 甕内では窓を閉めると紫外線量が激減することが知ち

　れるが、二れは窓を形成する材質のいかんによることは

　もちろんで、これれについては次の項で扱う。

　　⑤　種々の物質の紫外線透過率：種々の窓材の紫外線

｝　透過率は第3表に示すとおりである。透明ブラスチ、ック

　といっても最近は材料が豊富になったことでもあり、北

　村も指摘しているように、MCレ紫外計の読みの減少が

　直ちに紫外線の透過率に反比例するとはいい難いので、

　再検討が望まれる訳である。

　　衣服地の紫外線透過率はガーゼが78、9％と満く 、 25枚

　重ねるとついに紫外線を通さなぐなるという、。木綿はほ

　ぽ19％で絹や麻より透過率がよいが、、織り、方幡闘係する

　のは・当然で、ネルはほぽ，5％である。

　　⑬）公害1後に疫学で述べるように、表日本でめ 、く

　る病例が報告されるようになって来た。そ、の原困として

　は、診断の技術が進歩して、従来は見すごされた軽いく

　惹病が発見されるよう になってきたことも考えられよう

　　し、衣生活や食生活（人工栄養が多くなったなど）の変
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　渡辺7レは札幌市の照度と紫外線蹴を調査して冬季スラ

・グの麟では照度が約赤諸外線醸力ζ約壼

に減少することをみている。煤煙に因る紫外線強度の減

衰はおおむね上空の煤煙の厚さに比例するが盲大きな煤

趣粒子1ま可視光線を多忌吸収し、 小さな煤煙粒子は紫外

線を多く吸収するので、同じ照度における紫外線強度眞

午前よりも午後の壱まう 力緊高力』っなと レ、う。　こ才“よ霊L幌の

大気汚染が1日の都市生活が始まる午前＆時から10時に

ピーク＝に達 しゐ煤塵の大きなも、のからさき に沈下する、と

考えれば理解できる。

　以上の住宅都市とは別な性絡を有する工業都市宇部に

おいて、上野・窟永ヂ増野8｝が行なっ．た紫外線減褒率の

調査では・市内の・市外に較べて・の・、紫外線減衰率は春

と．夏は50鰍55％と大きいのに対し・秋と冬は70鰍75％で

小さ硫。これは、発煙現場と 、市外、市内の観測点と，の

位置闘係と、：煤塵を観測点に運ぶ風向きと風速によ サ説

明がつく よう’である。 工業都市の紫外線量の減濠減煤煙
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による空気汚染によると考えられるというのが上野らの

結論であ、った6

渡辺、小西91は大阪市において、ほぼ同様の調査を行

なって、ほぽ同様の結果を得ているわただし、この調査

は東芝製の健康紫外線用光電照度計S』A型Nα1991を

用いているので、より客観性が高いといえる。また、 太

陽よりの直射面の紫外線と水平面紫外線強度を別に計測

して、直達紫外線と散乱紫外線の量を分析することが可

能になっている。

そ腰点は・懸賜徽度鯛麹ま1、9時樋時
および14時ん15時の間比全日中強度の平均値が現われ、

正午に鵬値になる・飾て賑嘘劾緊軸限り・9
時～9時30分の測定値をも6て日幽の紫外線強度の畿表

値として取扱うことができる。　』 ’ 一”一”

　各月最高の直射面紫外線の強度を比較すると12月が最

低で、7月にはその4，76倍に達し、春分と秋分！こ嫉年間

の平均値に近い値が得られる。

　晴天時の紫外線の水平面強度は直射面の50％程度であ

るが、煤塵濃度指数が0、姐（晴天時の約4倍）リスモッ

グ時には直射面雪β0彩に減少したのに対し、水平面では

蝦職逡蜘、・，、』、

　（3）　ぐる痛の疫学＼　ll　五

　くる病に関する第2次大戦毎の弊25件の掌献¢）うち、

く砺の疫学に関するものは76件畷？為砕⑳ち4・

件縦怒砺曜群馳て筋熱趣る輝道凍
北砒鴎雌のもので・ いわ鯵表日禅蹴るもの
は盟件であった。その他太平洋沿岸から20件のくる病症

例報告がみられている。この他に、地域あるいは地形の

うえで、 表日本、襲日本に割りきって分類・しにくいもの

が｝疫学に関しで11件、 痒例報告で2件みられた。

　注目すべきは、いわゆる裏日本のくる病の疫学的調査

が大規模で信頼度の高いものが多いのに反し、表日本の

ものは小規模で・病院外来者についての鯛査程度で・地

域の調査というには不備に感じられるものが多かづたこ

とである。従って頻度も極端な差がみられる。くる病の

頻度にういては栄養とも関係があり年次が問題になる

が、東京について記せば、小林10，らが昭和32年、乳児の

くる病頻度は12。6％で、昭和25年の11』6％に比して大差

がないとしているのに対し、村上川は昭和27年の外来患

者中のはφきり’したくる病は2駕であるといっている。

　大瀞2レらによれば大阪における昭和36年の冬生まれの

1煙・5か月の乳児のうち、レ線的にくる病が認められた

ものほ8汐％、1 』 疑陽性のも の29．5％で昭和28年の同様の

醐査に較べれば減少しているという。北村は徳島の外来

乳幼児（2年以下）の’く’る病率は昭和28痴34年に2．6％2レ、

年度は少しずれるが昭和28～38年に、0～3か月で15．9

％・築6か月 で9』6鮒と砺ている1

　平島141にrよれば真比南国といえる高地での昭和33年の

2才以下のくる病の割合は0．7％であるという。

　そのほか、北九州からの発表もあるが、気候上表日本

とすべきか衷日本とすべきかが問題で、公害とも深く関

係するので、意味づけが難しい。

結 論

　表日本でのく為病の報告が多くなっていることは、診

断技術の進愛とも関係すると思われるが、太平洋岸の紫

外線量の減少も考慮されるべきものと思われる。

　ただし、戦後太平洋岸に気象の著変がおこったという、

蛮実はないから、紫外線の減少がおこっているとすれ

ば、大気汚染によるものと考えなければならないのに、

大気汚染と紫外線の吸収の研究は案外少なか6たざrガ

　大寒汚染については煤塵のみが考慮されていることは

意外であった。大気汚染において、SO2ガスが主力とし

ズ焦点になっていることは周知のことであ1る、

　従って、表日本における大規模なくる病の疫学 的調

査、ドルノ線そのものの変動の検査、しかも、1それを定

量的に行なえる光電管によって行なえる新しい紫外線測

定羅の作成（これによれば、 直射面及び水平面の紫外線

測定が行なえることは前述した。） とその実用化が望ま

れる。

　紫外線の減少と母子保健対策をテ」マとする研究そあ

るので、紫外線減少が母体に及ぼす影響の文献を求めた

が、発育のないところくる病なしの原則のためか、1 母性

の栄養知識の向上のためか、直接母体に関するものはみ

られず、僅かに、紫外線にあたることの少ない母の胎児

にくる病性病変を認めたどいう報告を1件15レ得たにすぎ

なかった。
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